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車両の乗り心地を解析する！
WATTS 
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●Windows 版プログラムで簡単操作！

●専門的な乗り心地解析をお手元のパソコンで実現！

弊社では、（公財）鉄道総合技術研究所の指導を受け、長年培ってきた車両振動

解析）ウハウをコンハ゜クトな Windows 版‘)フトウェアにまとめました。別売のデジタル動揺計

(W0031A 、 W0051 等）の標準付属‘)フトパッケージ並びにオプションソフトハ゜ッケージとして販売いた

しております。

主な構成は、デジタル動揺計 (W0031 A/W0051) の標準付属‘)フトパッケージ（乗り心地解析プログラムと基礎的信号

処理プログラム）、車両検修用として振紋チャート解析／W0053、軌道管理用として著大値リスト／W0048 ・軌道管理チャ

ート／W0062 などが用意されています。又、新造車両試験・台検·全検試運転本線乗り心地走行試験・車両検修

試験·申告対応などに応じた業務管理用ワークシートの作成システム、月次軌道管理業務ワークシート作成システムなどの

個々に応じた省力化カスタムプログラムの委託開発もいたします。

■標準付属パッケージ
●W0031A 標準付属品 MENU ●W0051 標準付属品 MENU

Jでジタルも直計／W003l 乗り心地解折メ―ュー ぷ u^’’‘
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●乗り心地レベル解析 (LT 解析）／Jrltlib

10 秒毎の平均乗り心地レベルを計算し MS-EXCEL 規定ワークシートに出力する。乗り心地 LT 解析・ハ゜ワースベクトル密度 PSD
解析が得られる。（下図左は乗り心地レベル速報、右は出力した EXCEL シートのグラフ）

乗り心地レベル解析 EXCEL ワークシート

乗り心地レベル速報 スペクトル推移ク万フ速報
誌振蘭 PSD 左む髪リ心地レベル LTy
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 車両の故障診断にも応用可能な解析アイテム！ 
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 ●振紋ﾁｬｰﾄ／VPChart 

  FFTLib5 で生成した 

  FFTMatrixData*.CSV と VPtrend 

  で生成した Vptrend＊.CSV を読 

  み込んで、振紋ﾁｬｰﾄを作図（右 

  図）する。横軸は時間軸で、上部 

  4 段は速度・振動波形・動揺波形・

  乗り心地ﾚﾍﾞﾙの時系列ﾁｬｰﾄ。下 

  部のｶﾗｰｸﾞﾗﾌは、縦軸周波数で色

  調が PDS の強さを示す。車両の 

  振動源が分析できる。 

  ﾀｲﾔ系ｱﾝﾊﾞﾗﾝｽ、弾性振動、換気

  ・動力等機械系回転振動など異常

  判断が可能となる。 

  走行管理時の故障診断等に応用

  が可能である。 

■乗り心地線図解析と基本的信号処理ﾂｰﾙ(標準付属品) 

■車両振動を極める 

 

●W0053 振紋ﾁｬｰﾄ MENU 

 ●周波数ﾏﾄﾘｯｸｽﾃﾞｰﾀ解析／FFTLib5 

  5 列 CSV を元に FFT 周波数解析を行い、時系列に配列した周波 

  数対 PSD ﾏﾄﾘｯｸｽﾃﾞｰﾀを生成。 

  ﾃﾝﾌﾟﾌｧｲﾙ名は FFTMatrixDataX(YZ).CSV。 

 

 ●時間領域配列解析／VPtrend 

  JrLtLib で解析後生成される JrLtLibTempN.csv と 5 列 CSV 時系 

  列ﾃﾞｰﾀを元に、速度・振動波形・動揺波形・LT の 4 列ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ 

  を生成。ﾃﾝﾌﾟﾌｧｲﾙ名は、VptrendX（YZ）.CSV。 

 

今日の新幹線車両の振動は、剛体振動（2Hz 近傍）は殆ど吸収され、ﾀｲﾔ系ｱﾝﾊﾞﾗﾝｽや弾性振 

動がﾊﾟﾜｰの中心となってきました。乗り心地を改善するには振紋ﾁｬｰﾄ解析が必須ｱｲﾃﾑです。 

 ● 乗 り 心 地 線 図 解 析 ／

JrNrSz 

  時間領域で波高値と波 

  長を読み、周波数対加 

  速度（振幅）の EXCEL ﾜ 

  ｰｸｼｰﾄ散布図にﾌﾟﾛｯﾄす 

  る。乗り心地係数との比 

  較が可能。連続検出有 

  無時のまるめ処理が行 

  われる。右図乗り心地線 

  図解析と丸解析例。 

 

 ●動揺ﾁｬｰﾄ／Dchart 

  動揺ﾁｬｰﾄを表示するﾂｰﾙ。走行 

  ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ変調信号を復調する機能を 

  有し、5 列 CSV にも変換可能。時間ｽ 

  ｹｰﾙや振幅ｽﾊﾟﾝは規定ｽﾃｯﾌﾟで切替 

  可能。左図は走行 G の復調波、右図 

  は処理無し波形。 
 ●ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀｰ／Dfilter 

  軌道管理(5Hz)・定常加速度(0.5Hz)・車

  両管理（20Hz）等に適したﾌｨﾙﾀｰ演算 

  が可能。ﾁｬｰﾄによる波形分析に有効。

  ﾌｨﾙﾀｰはすべて FIR 型（非巡回） 

  なため、位相の歪みが出ない。 

 

 

 

 



軌道管理は安全運行維持には欠かせません！
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●速度・距離変換ﾂｰﾙ

FV（4ch 速度電圧記録）、GPS（GPS ﾛｸﾞﾃﾞｰﾀ）、TACH（4chTACHO 信号

記録）、4ch ﾏｰｸ信号、のいづれかの速度情報を元に、速度・距離情報を作

成。但し、ﾏｰｶｰ信号の場合は距離軸変換は不可。

●Ｋﾁｬｰﾄ作成／KChartBT

速度・距離ﾃﾞｰﾀが得られた後、ﾃﾞｰﾀ圧縮の距離軸変換（1m ｻﾝﾌﾟﾙ）か、時間軸変換（51.2Hz ｻﾝﾌﾟﾙ）かの選択後

K ﾁｬｰﾄ用７列ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを生成。ﾁｬｰﾄの作成は EXCEL で簡単に行うことが可能。EXCEL のｸﾞﾗﾌで扱える範囲

は、距離軸変換で 32km、時間軸変換で 20 分。長距離測定の場合は管理区間毎に区切って管理。

■数値とグラフで管理する

■チャートで管理する

●W0048 著大値ﾘｽﾄ MENU

●5 列変換ﾂｰﾙ／SpeedAdd

4 列 CSV と GPS もしくは TACH ﾃﾞｰﾀもしくは FV ﾃﾞｰﾀを元に、X,Y,Z,

速度、距離の 5 列 CSV ﾌｧｲﾙに変換するﾂｰﾙ。

●著大値ﾘｽﾄ解析／PickUpList

ｵｸﾀｰﾌﾞﾌｨﾙﾀｰ処理により、ﾁｬﾝﾈﾙ毎の与えた閾値を超過した波高

値を検出しﾘｽﾄｱｯﾌﾟ。既定の乗り心地線図 EXCEL ﾜｰｸｼｰﾄにﾃﾞｰﾀを

転送しｸﾞﾗﾌを作成。（乗り心地のための連続波形時におけるまるめ

処理は行っていない。JrNrSz ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参照）

最初に、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ動揺計で収録したﾃﾞｰﾀに、各種の速度・距離ﾃﾞｰﾀをﾘﾝｸさせます。 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ動揺計で収録したﾃﾞｰﾀは軌道管理ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀｰで処理された後、振幅値（2a）で

管理されます。著大値発生場所の特定が可能です。 

著大値ﾘｽﾄ 
乗り心地線図解析（EXCEL ﾜｰｸｼｰﾄ） 

●KChart-BT MENU

次に、距離軸（1m）又は時間軸（1/8）にﾃﾞｰﾀ圧縮し、速度・左右動揺・左右 LT・上下動揺 

上下 LT・距離・ﾏｰｶｰの 7 列 CSV ﾃﾞｰﾀに変換します。EXCEL ﾜｰｸｼｰﾄで管理できます。 



 簡単な CSV ファイル構造で汎用 EXCEL でも扱えます！ 
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記号 変換ﾂｰﾙ名 主な内容 包含ﾊﾟｯｹｰｼﾞ名 

① 検索／W0031Editor 

検索／W0051Editor 

ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾀﾞのﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙから任意区間を切取る。走行ｼﾞｪﾈﾚ

ｰﾀの変調ｺｰﾄﾞの校正補正機能。4 列 CSV を生成する。

標準付属品ｿﾌﾄ 

ﾊﾟｯｸ

② 

動揺ﾁｬｰﾄ／Dchart 動揺波形を表示する。走行ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ信号を入力した時、任

意区間を 5 列 CSV ﾌｧｲﾙに変換。 

速度・距離情報追加ﾂｰﾙ／ 

SpeedAdd GPSspeedAdd 

GPS ﾃﾞｰﾀが並列記録された場合、GPS ﾛｸﾞﾌｧｲﾙを読込んで 

5 列 CSV ﾌｧｲﾙを生成する。 

軌道管理ｿﾌﾄﾊﾟｯｸ／

W0048 

（ｵﾌﾟｼｮﾝ）速度・距離情報追加ﾂｰﾙ／ 

SpeedAdd TACHspeedAdd 

外部入力に速発信号が記録された場合、ｸﾛｯｸﾚｰﾄを計算し

5 列 CSV ﾌｧｲﾙを生成する。 

速度・距離情報追加ﾂｰﾙ／ 

SpeedAdd FVspeedAdd 

外部入力に速度電圧信号が記録された場合、速度換算後

積分して距離を求め、5 列 CSV ﾌｧｲﾙを生成する。 

② 速度・距離情報追加ﾂｰﾙ／ 

GPSspeedAddX62 

GPS ﾃﾞｰﾀが並列記録された場合、GPS ﾛｸﾞﾌｧｲﾙを読込んで 

5 列 CSV ﾌｧｲﾙを生成する。 

軌道管理ﾁｬｰﾄｿﾌﾄﾊﾟ

ｯｸ／W0062 

（ｵﾌﾟｼｮﾝ）速度・距離情報追加ﾂｰﾙ／ 

TACHspeedAddX62 

外部入力に速発信号が記録された場合、ｸﾛｯｸﾚｰﾄを計算し

5 列 CSV ﾌｧｲﾙを生成する。 

速度・距離情報追加ﾂｰﾙ／ 

FVspeedAddX62 

外部入力に速度電圧信号が記録された場合、速度換算後

積分して距離を求め、5 列 CSV ﾌｧｲﾙを生成する。 

※W0048 及び W0062 の変換ﾂｰﾙは同じ機能です。W0062 で変換した 5 列 CSV を使って、W0048 の著大値ﾘｽﾄ／PickUpList

の解析が出来ます。 

■基本データファイル形式

ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ形式

ﾃﾞｰﾀ

4 列 CSV 5 列 CSV（速度・距離情報付加） 

(前後)(左右)(上下)(外部) 

① ②

(前後)(左右)(上下)(速度)(距離) 

<加速度の単位(XYZ)> 

4 列 CSV は m/s^2、5 列 CSV は G

■速度・距離変換ツール

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ動揺計（W0031A・W0051）のﾃﾞｰﾀは一旦ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ（TempN.dat／idx）に生成されますが、解析するためには検索ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑ（W0031Editor 又は W0051Editor）にて４列 CSV ﾌｧｲﾙに変換します。更に、距離・速度情報を動揺ﾃﾞｰﾀとﾘﾝｸさせるために

は、5 列 CSV 変換という手順を踏みます。その変換ﾂｰﾙは、速度・距離情報の収録ｽﾀｲﾙで多様になります。 

●速度・距離情報の種類

■速度発電信号記録（TACHO）：動揺計の外部入力に速度発電機からの信号変換（絶縁変換器／W0041）信号を記録。

■走行ｼﾞｪﾈﾚ-ﾀ変調信号：走行ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ／W0033A の速度・距離変調信号を動揺計の外部入力に記録。

■速度（電圧）信号：FV ｺﾝﾊﾞｰﾀにより変換した速度信号や走行ｼﾞｪﾈﾚｰﾀのｼﾝｸﾞﾙ速度信号を動揺計の外部入力に記録。

■GPS ﾛｸﾞ信号：W0031A などで、ﾊﾟｿｺﾝと連動して GPS ﾛｸﾞ信号（GPS ﾛｶﾞｰ／W0043）を記録

■販売店

■製造販売元

URL http://www.wattsystem.co.jp/ 
〒365-0042 埼玉県鴻巣市松原 4 丁目 1 番 36 号 Tel/Fax 048-541-9551 

販売 WEB  http://wattsystem.com/ 

※ Windows、MS-EXCEL の文字はﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社の商品名です。

株式会社 テ ス　　URL https://www.tess.co.jp/ 

〒186-0001 東京都国立市北2-38-2-2 
（営業部） Tel 042-573-7897 /Fax 042-573-7808




